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市
民
と
野
党
の
共
闘
広
げ
、

　
　
　
歴
史
的
首
都
決
戦
に
総
決
起
を
！

小
池
知
事
が
持
つ
資

質
・
能
力
は
何
か
、
こ
こ

に
N
H
K
の
1
万
人
を

対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
結
果
が
あ

る
。
時
期
は
2
期
目
の

再
選
直
後
の
も
の
で
内

容
は
興
味
深
い
。
中
を

の
ぞ
く
と
小
池
知
事
が
持
つ
資
質
・

能
力
の
中
で
最
も
多
い
の
は
「
発
信

力
」。
8
2
％
あ
る
が
小
池
知
事
は

メ
デ
ィ
ア
出
身
、
多
く
の
人
も
肯
く

だ
ろ
う
▼
そ
こ
で
考
え
る
。
小
池
知

事
が
持
つ
こ
の
「
発
信
力
」、
都
民
の

役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私

が
知
る
首
長
経
験
者
は
、
初
出
馬
の

際
に
「
就
任
し
た
ら
都
議
会
を
解
散

す
る
」
と
法
律
上
で
き
も
し
な
い
公

約
を
掲
げ
、
都
議
選
で
は
「
築
地
は

残
す
。
豊
洲
は
生
か
す
」
と
明
言
す

る
小
池
知
事
の
言
葉
は
、
真
に
受
け

な
い
方
が
良
い
と
い
う
。
主
権
者
を

嘗
め
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
言
辞

を
弄
す
る
か
ら
だ
▼
そ
の
小
池
知
事
、

先
の
記
者
会
見
で
3
期
目
へ
の
出
馬

を
問
わ
れ
「
い
ま
や
る
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
取
り
組
む
。
こ
れ
が
私
の

責
任
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
応
え
た
。

こ
こ
で
は
揺
れ
る
中
央
政
界
を
背
に
、

都
政
を
己
の
政
治
的
野
望
の
道
具
に

す
る
姿
は
見
え
な
い
▼
さ
て
政
治
戦

の
年
が
明
け
た
。
先
の
N
H
K
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
は
、
小
池
知
事
が

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
最
も
多
い
も

の
と
し
て
「
弱
者
へ
の
共
感
」
を
あ

げ
て
い
る
。
次
い
で
「
将
来
像
を
描

く
力
」。
や
は
り
賢
い
主
権
者
、
都

民
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。（
駒
）

中
山
　
伸

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
事
務
局
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
戦
争
か
平
和
か
、
激
し
い
歴
史
の
岐
路
の
な
か
で
、
首
都
大
決
戦
と
な
る
都
知
事
選
挙
を

た
た
か
う
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
い
ま
岸
田
政
権
は
、
金
権
腐
敗
、
経
済
無
策
、
対
米
追
随
の
政
治
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
国

民
の
信
を
失
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
異
常
な
物
価
高
騰
の
も
と
で
都
民
生
活
は
困
窮
を
深
め

て
お
り
、
東
京
都
が
国
の
悪
政
か
ら
都
民
を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
池
都
知
事
は
安
倍
・
菅
・
岸
田
政
権
の
暴
走
政
治
に

追
随
、
都
民
生
活
と
環
境
破
壊
の
東
京
大
改
造
、
金
融
都
市
東
京
を
推
し
進
め
、
格
差
拡
大
・

貧
困
増
大
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。　
噴
き
上
が
る
自
公
政
治
へ
の
怒
り
と
拡
大
す
る
切
実

な
都
民
要
求
と
怒
り
を
総
結
集
し
て
、
小
池
・
自
民
党
都
政
を
転
換
し
、「
都
民
の
声
が
届

く
都
政
」
を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　「
呼
び
か
け
人
会
議
」
が
追
求
し
て
き
た
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
都
政
転
換
を
」
め
ざ

す
活
動
は
、
幅
広
い
多
く
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
信
頼
を
高
め
、
い
よ
い
よ
都
知
事
選
挙
へ
の

活
動
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
１
月
２
４
日
に
「
２
０
２
４
年
都
知
事
選
挙
を
市
民
と
野
党

の
共
闘
で
た
た
か
う
都
民
集
会
実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
「
ど
う
す
る
東
京
、
変

え
よ
う
都
政
！
 ２
０
２
４
キ
ッ
ク
オ
フ
」
に
総
決
集
す
る
こ
と
を
心
よ
り
呼
び
か
け
ま
す
。

開会2月２０日(火)～

閉会3月２８日(木)予定

都議会第1回定例会

２月１９日(月) １７：００～
　　新宿駅西口 

開会前宣伝行動

2024年1月15日

永
山
 利
和

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
実
現
で
、都
政
転
換
を
」

め
ざ
す
呼
び
か
け
人
会
議
・
呼
び
か
け
人
代
表

　
今
年
は
、
6
月
2
0
日
告
示
、
7
月
7
日
投
票
の
東
京
都
知
事
選
挙
が
確
定
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
長
期
に
続
く
自
民
党
金
権
政
治
を
大
掃
除
し
て
、
日
本
に
真
っ
当
な
政
治
お
よ
び

民
主
主
義
を
取
戻
す
こ
と
、
こ
れ
が
歴
史
的
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
戦
争

が
ひ
ろ
が
り
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
・
非
戦
、
人
権
尊
重
の
日
本

国
憲
法
を
世
界
の
「
法
秩
序
」
の
中
核
に
据
え
、
戦
闘
停
止
、
国
連
機
関
の
機
能
の
回
復
・

強
化
を
優
先
し
、
環
境
危
機
の
緩
和
、
生
命
・
健
康
重
視
の
世
界
史
に
お
け
る
課
題
に
注
力

で
き
る
条
件
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
同
時
に
石
原
都
政
以
来
継
続
し
て
い
る
都
民
軽
視
・
大
企
業
優
遇
都
政
を
、
小
池
知
事
で

打
ち
止
め
と
す
る
年
と
し
ま
し
ょ
う
。
新
都
政
は
、
臨
海
開
発
、
戦
略
特
区
を
棚
上
げ
し
、

都
民
資
産
で
あ
る
神
宮
外
苑
、
日
比
谷
公
園
、
葛
西
臨
海
公
園
の
事
業
利
用
策
を
見
直
し
、

長
年
の
三
多
摩
格
差
是
正
、
P
F
A
S
被
害
の
徹
底
調
査
と
改
善
策
、
さ
ら
に
保
健
・
衛
生

と
医
療
・
介
護
の
充
実
、
現
在
及
び
過
去
債
務
を
抱
え
る
教
育
費
（
奨
学
金
）
負
担
の
軽
減

な
ど
、
都
民
が
直
面
す
る
課
題
に
豊
か
な
都
財
政
を
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
政
、
都
政
の
同
時
刷
新
を
是
が
非
で
も
実
現
す
る
た
め
に
新
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

明
治
神
宮
外
苑
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木

国
政
お
よ
び
都
政
を
両
転
換
す
る
年
に

東京都知事選挙　６月２０日告示 ７月７日投票



第484号 都 民 が つ く る 革 新 都 政

物価高騰・くらし・福祉・教育・営業…切実な都民要求の実現を

２０２４年度東京都予算及び都政運営に対する要望書 (抜粋）

（２）(毎月１回15日発行)
昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（ ）（３） 2024年1月15日

　３年にわたる新型コロナウイルスの感染拡大、大企業・富裕層優遇、生活破壊のアベノミクスの継承、大企業による雇用破壊と社会保障の連続改悪、異常な物価高騰のもとで、

格差の拡大と貧困の増大は止まるところを知らず、都民の生活は困窮の一途をたどっています。こうしたときに 「住民の福祉の増進」（地方自治法）を責務とする東京都が豊かな

財政を活用し、都民の命とくらしと営業、持続可能な社会づくりに全力を尽くすことが求められています。　私たち革新都政をつくる会は、東京都が財界・政府がすすめる新自由

主義政策への追随をやめ、「都民が主人公の都政」に立ち返ることをつよく求めるとともに、２０２４年度予算編成にあたって、以下について実現されるよう要望するものです。

都政運営に関する重点要望

５．地球にやさしく、共生可能な都市をめざして

１．都民生活防衛

 ６．平和で安全な東京をめざして

４．複合災害に備える３．どの子にもゆきとどいた教育を
　都政の主人公は都民です。東京都は都民の声に耳を傾け、

都民との共同で都政運営をすすめることが何より重要です。

○憲法を尊重・遵守し、「住民の福祉の増進」（地方自治法）

　の責務を名実ともに果たすこと。

○ジェンダー平等社会の実現を都政の基本にすえること。

○知事のトップダウンや密室、側近政治による政策・意思

　決定をあらためるとともに、検討過程を含め行政資料の

　全面公開を実施すること。

○不要不急、浪費型の公共事業の徹底的な見直しをおこな

　い、福祉や教育、中小企業対策など切実な都民要求と環

　境、防災など都政が直面している課題にふり向けること。

○自治体の変質・解体、公的機関が保有する健康・医療・

　介護・教育など広範な個人情報の民間利活用や規制緩和

　を目的とし、住民サービスの後退をもたらすデジタルト

　ランスフォーメーション（ＤＸ）は中止すること。

○２０２０東京オリンピックの検証

　① 全面的検証と総括を都民、アスリート、スポーツ関係

　者の参加でおこなうこと。② 独立した調査機関を設置

　し、過大、不正な税金投入について検証し、都民の手に

　取りもどすこと。③２０２０東京オリンピック組織委員会

　元理事らによる贈収賄、利権疑獄について、東京都とし

　て調査をおこない、構成団体としての責任を明らかにす

　ること。

○統一教会から都民を守る

　① 正体を隠した伝道活動、霊感商法と高額献金などの反

　社会的活動をおこなう統一教会の東京における活動及び

　東京都の事業への参画について徹底した調査をおこなう

　こと。② 東京から統一教会の反社会的活動を一掃し、相

　談窓口の設置、生活支援など被害者の救済あたること。

　③ 国に対して統一協会の解散命令をおこなうよう強く

　求めること。

○岸田政権の憲法改悪、「戦争をする国」づくりに強く反対

　するとともに、軍事費倍増、核保有、敵基地攻撃能力保

　有の撤回を申し入れること。

　新自由主義を信奉する岸田政権による雇用破壊、社会保障の連続改悪、消費税増税、異常な物価高騰によって

都民のくらしは困難を極めており、東京都が都民生活の防波堤の役割を果たすことがつよく求められています。

○異常な物価高騰から都民生活と中小業者の経営を守るため、都民生活防衛・物価対策本部を設置すること。

○税金の使い方を抜本的に改革し、都民の「生活保障と福祉」に集中的に投入すること。

○国に社会保障制度改悪の撤回を求めるとともに、東京都として国民健康保険、後期高齢者医療制度、介護保険

　などの都民負担の軽減に努めること。

○東京都として「雇用対策本部」を設置し、雇用の確保・創出に全力をあげるとともに、雇用破壊を許さず最低

　賃金１５００円の実現で、人間らしく働ける東京をめざすこと。

○若者への生活支援、子どもの貧困対策、生活保護の改善、保育・介護の拡充、低・無年金者への支援など、

　経済給付の拡充をおこなうこと。

○都営住宅の新規建設を再開するとともに２万戸を超える空き室を公募に回すこと。入居資格の改善、対象者

　の若年単身者への拡大など改善を図ること。

○日本国憲法と児童憲章、子どもの権利条約がすみずみにまでゆきとどく都政を実現すること。保育所待機児

　（旧定義１万4083人・２０２3年度）の解消は，認可保育園と公立保育所を増やし、保育水準を確保しながらす

　すめること。

○高すぎる介護保険料・利用料の引き下げや介護予防＝元気高齢者のとりくみを推進すること。

○多摩・島しょ格差是正を都政の仕事と位置づけ、市町村総合交付金の抜本的拡充、都立保健所や児童相談所、

　都立病院など多摩住民が切実に求めている都立施設を２３区と同等に整備することなどをおこなうこと。

　地震や暴風雨などの自然現象を災害にさせないため

のとりくみは急務であり、あわせて新型コロナなどの

感染症との複合災害への備えが急がれています。

○切迫が指摘されている首都直下地震、南海トラフ地

　震に備えを抜本的に強化すること。

○自己責任原則＝自助の押しつけでなく、予防原則に

　立脚した「災害予防条例」の再制定と「防災局」の設

　置、地域防災計画の抜本的見直しをすすめること。

○都の助成制度を抜本的に拡充し木造住宅密集地域の

　改善や木造住宅、マンションの耐震化を促進するこ

　と。感震ブレーカーの設置を促進すること。

○緊急に都内の山谷、河川流域、土砂災害及び浸水危険

　区域、堤防・護岸などの総点検をおこない結果をを公

　表すること。「風水害防止緊急計画」を策定し、予算

　措置を講じること。

○江東５区など海抜ゼロメートル地域の浸水対策を抜

　本的に強化すること。

 　東京大改造路線のもとで年間平均気温の上昇、異常気象など地球温暖化と

ヒートアイランド現象の弊害が顕著になっており、その対策は待ったなしです。

○巨大都市東京の成長をコントロールし、地球と環境にやさしい持続可能な東

　京をめざすこと。

○温室効果ガスの排出を２０５０年に実質ゼロ（自然界が吸収可能なレベル）に

　することを目標に、２０３０年までに５０％～６０％削減（２０１０年度比）するよ

　う、国連気候変動枠組条約にそったとりくみを実行すること。

○地球環境に多大な負荷を与える国家戦略特区による大規模開発、「稼ぐ都市」

　の名による同時多発的再開発、東京大改造路線をあらためること。明治神宮

　外苑再開発を中止させること。

○原発ゼロ宣言をおこなうとともに、石炭など火力発電に依存した電力利用を

　あらため、太陽光、風水力など再生可能エネルギー先進都市をめざすこと。

 　戦争を放棄した日本国憲法をもつ国の首

都東京。第２次世界大戦の東京大空襲の悲

惨な体験をもつ東京。平和で基地のない東

京の実現が都民の切なる願いです。

○戦争の出撃基地となる横田基地をはじめ

　米軍基地の撤去・返還を強く求めること。

○ＣＶ２２オスプレイの横田基地配備、低空

　飛行訓練や夜間訓練、パラシュート降下

　訓練をやめさせること。

○平和祈念館（仮称）を早期に建設すること。

　平和教育を推進すること。

○非核都市宣言をおこなうこと。

　格差の助長と競争主義のもと勉強嫌いや挫折、学校でのいじめ、

不登校などに苦しんでいる子どもが増えています。どの子にもゆき

とどいた教育をすすめることがつよく求められています。

○ただちに小中学校での３５人学級を実現し、３０人学級以下学級

　の実施をめざすこと。

○多くの都民、教職員、教育研究者から弊害が指摘され、特定の

　受験産業企業との癒着が問題となっている英語スピーキングテス

　トの都立高校入試への活用をやめること。

○異常な教員不足を直ちに解消すること。教職員定数を大幅に改善

　し、異常な長時間労働を是正すること。

○教育の全面無償化をすすめること。教育予算を増やし、教材費の

　父母負担軽減、給食費無償化を実現すること。

○私学助成の増額、入学金や施設整備費などの負担を軽減すること。

○障害のある子どもたちが通う特別支援学校での、学校不足、教室

　不足、教職員不足を解消すること。

○多様な性について理解を促進するため、ジェンダー平等、ＬＧＢ

　ＴＱやＳＯＧＩについて学ぶ機会を拡充すること。

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
実
現
で
、

　
　
　
　
　
国
政
・
都
政
の
転
換
を

ー　２０２４年度予算に対する重点要望　ー

２．都民の生命と健康を守るために
　新型コロナウイルスの感染拡大は、積年の社会保障制度改悪のもとでの医療や保健所などの公衆衛生の脆弱さ

を浮きぼりにしました。「健康で文化的な最低限の生活の保障」は都政に課せられた最重要な責務です。

○だれもが健康で文化的な生活を営める「くらし・健康・住まいなどの生活保障・福祉計画」策定し、憲法が定

　めた生存権の保障に努めること。

○生活保護の給付や制度の抜本的改善、保護費の全面国庫負担を国に求めるとともに、生活に困窮している無・

　低年金者への生活支援を強めること。

○国民健康保険料の引き下げをおこなうこと。「均等割」「平等割」の廃止、保険料（税）の引き下げを国につよ

　く求めること。傷病手当や減免の対象がひろがるよう区市町村への財政支援をおこなうこと。

○全都での１８歳までの医療費の完全無償化の実現のため財政支援を拡充すること。

○障害者の医療費助成の対象をより軽度の障害者にも拡大すること。障害者医療費助成制度などの所得制限をな

　くすとともに、心身障害者福祉手当の精神障害者への拡大と増額をおこなうこと。

○公衆衛生を東京都の第１議的責務として位置づけ、必要な予算・態勢を確保すること。

日
本
共
産
党
東
京
都
委
員
会

委
員
長
   
田
辺
　
良
彦

〒
　
　

豊

島

区

北

大

塚

一

―

三

三

―

二

六

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
七
二
）
一
六
二
一

170-
0004

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

〒
　
　

新

宿

区

西

新

宿

二

―

八

―

一

　
　
　
　
　
　
　
　
   　
　
　
東
京
都
議
会
内

　
　
　

☎
〇
三
（
五
三
二
〇
）
七
二
七
〇

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
三
八
八
）
一
七
九
〇

163-
8001

東

京

革

新

懇

日
本
民
主
青
年
同
盟

　
　
　
　
　
東
京
都
委
員
会

〒
　
　

豊

島

区

東

池

袋

二

―

五

―

八

　
　
　

☎
〇
三
（
六
七
〇
九
）
二
九
〇
〇

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
六
七
〇
九
）
二
九
〇
一

170-
0013

文
化
団
体
連
絡
会
議

（文
団
連
）

東

京

平

和

委

員

会

平
和
・
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

声
を
あ
げ
、
そ
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

日
本
中
国
友
好
協
会
東
京
都
連
合
会

会
　
長
  石
子
　
　
順

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

東

京

都

本

部

〒
　
　

文

京

区

湯

島

二

―

七

―

八
　

　
　
　
　
　
　
労
音
お
茶
の
水
セ
ン
タ
ー
一
階

　
　
　

☎
〇
三
（
六
二
四
〇
）
〇
二
八
三

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
六
二
四
〇
）
〇
二
八
四

113-
0034

代
表
　
  
藤
井
　
則
子

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
東
京
都
支
部
協
議
会

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
全
力
で
発
展
さ
せ
、

自
民
党
政
治
を
打
ち
倒
そ
う

大
企
業
の
し
も
べ
、
小
池
都
政
の
転
換
を

東
京
商
工
団
体
連
合
会

会

長
    武
田
　
武

〒
　
　
荒
川
区

西

日

暮

里

六

―

六

二

―

一

　
　
　

☎
〇
三
（
五
六
九
二
）
五
〇
八
一

116-
0013

安
保
破
棄
東
京
実
行
委
員
会

〒
　
　

豊
島
区
南
大
塚
三
―
三
三
―
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
労
働
会
館
５
ｆ

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
二
七
）
一
四
八
六

170-
0005

〒
　
　

千

代

田

区

西

神

田

二

―

四

―

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
学
会
ビ
ル
内

　
　
　

☎
〇
三
（
三
二
六
一
）
〇
四
三
三

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
六
一
）
一
七
八
八

101-
0065

〒
　
　

千

代

田

区

二

番

町

一

二

ー

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
６
Ｆ

　
　
　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
一
七
三
四

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
三
〇
）
一
六
五
三

102-
0084

東

京

母

親

大

会

連

絡

会

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

東
京
都
生
活
と
健
康
を
　
　
　

　
　
　
　
　
守
る
会
連
合
会

会

長
    窪
田
　
光

〒
　
　

豊

島

区

南

大

塚

三

―

五

一

―

二
　

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
六
〇
）
〇
二
六
六
 

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
九
六
〇
）
〇
二
六
八

謹
　
賀
　
新
　
年

東
京
民
主
医
療
機
関
連
合
会

170-
0005

会

長
    根
岸
　
京
田

〒
　
　

豊
島
区
南
大
塚
二
―
三
三
―
一
〇

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
七
八
）
二
七
四
一

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
九
七
八
）
二
八
六
五

170-
0005

〒
　
　

新
宿
区
大
久
保
二
―
一
六
―
三
六

    　
　
　

日
本
の
う
た
ご
え
全
国
協
議
会
内

　
　
　
 
☎
〇
三
（
六
二
七
三
）
九
一
一
六

E
メ
ー
ル
  b
u
n
n
d
a
n
n
r
e
n
n

             @
g
o
o
g
l
e
g
r
o
u
p
s
.
c
o
m

169-
0072

大
軍
拡
・
戦
争
国
家
づ
く
り
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

非
核
東
京
宣
言
を
す
る
都
政
を

101-
0061

〒
　
　
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
二
ー
一
一
ー
一
三

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
Ⅱ
四
〇
二

　
　
　

☎
〇
三
（
五
二
一
五
）
三
八
八
一

事
務
局
長
　
三
栖
義
隆

非
核
の
政
府
・
非
核
の
東
京
を
求
め
る
会

東
京
地
方
労
働
組
合
評
議
会

議
長
   
矢
吹
　
義
則

〒
　
　
豊
島
区
南
大
塚
二
丁
目
三
三
番
一
〇
号

　
　
　

☎
〇
三
（
五
三
九
五
）
三
一
七
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
三
九
五
）
三
二
四
〇

東
京
自
治
労
連

中
央
執
行
委
員
長
   
矢
吹
　
義
則

〒
　
　
豊
島
区
南
大
塚
二
丁
目
三
三
番
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
   　
東
京
労
働
会
館
４
Ｆ

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
四
〇
）
七
九
五
一

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
九
四
〇
）
七
九
五
七

170-
0005

170-
0005

都
庁
職
衛
生
局
支
部

〒
　
　

新

宿

区

西

新

宿

二

―

八

―

一

　
　
　
 
☎
〇
三
（
三
三
四
九
）
一
五
〇
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
三
四
九
）
一
五
〇
二

163-
8001

都
立
病
院
労
組

執
行
委
員
長
   三
母
　
明
己

墨
田
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
    菊
地
　
利
行

〒
　
　

墨
田
区
吾
妻
橋
一
―
二
三
―
二
〇

130-
0001

世
田
谷
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
    門
藤
　
直
樹

〒
　
　
世
田
谷
区
世
田
谷
四
―
二
一
―
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
役
所
内

　
　
　

☎
〇
三
（
三
四
一
三
）
二
七
六
七

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
四
一
三
）
五
一
二
七

154-
8504

豊
島
区
職
員
労
働
組
合

〒
　
　

豊

島

区

南

池

袋

二

―

四

五

―

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
島
区
役
所
内

　
　
　
 
☎
〇
三
（
三
九
八
〇
）
八
〇
二
七

171-
8422

執
行
委
員
長
    石
川
　
　
純

杉
並
区
職
員
労
働
組
合

〒
　
　

杉
並
区
阿
佐
谷
南
一
―
一
五
―
一

　
　
　
 
☎
〇
三
（
三
三
一
二
）
三
一
七
九

166-
0004

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
東
京

（Ｃ
Ｕ
東
京
）

170-
0005 執

行

委

員

長
    佐
藤
　
義
見

〒
　
　

豊
島
区
南
大
塚
二
ー
三
三
ー
一
〇

　
　
　
　
　
　
　

東
京
労
働
会
館
１
階

　
　
　

☎
〇
三
（
三
九
四
六
）
九
二
七
七

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
三
九
五
）
三
二
四
二

東
京
都
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長
     木
下
　
雅
英

〒
　
　

千

代

田

区

二

番

町

一

二

ー

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
教
育
文
化
会
館

　
　
　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
三
八
九
一

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
六
二
）
九
七
〇
五

102-
0084

東
京
私
立
学
校

中
央
執
行
委
員
長
  　
  今
井
 志
郎

〒
　
　

千

代

田

区

二

番

町

一

二

ー

一

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
教
育
文
化
会
館
五
階

　
　
　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
四
〇
九
一

102-
0084

教
職
員
組
合
連
合

東
京
都
障
害
児
学
校
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長
     品
川
　
典
子

〒
　
　

千

代

田

区

二

番

町

一

二

ー

一

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
教
育
文
化
会
館
四
階

　
　
　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
一
五
六
五

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
二
一
）
九
九
六
三

102-
0084

建
交
労
東
京
都
本
部

執
行
委
員
長
　
 松
田
　
隆
浩

〒
　
　

江
東
区
門
前
仲
町
一
ー
二
〇
ー
三

　
　
　

☎
〇
三
（
三
八
二
〇
）
八
六
四
四

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
八
二
〇
）
八
六
四
六

135-
0048

東
京
地
方
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長
    嘉
瀬
　
秀
治

〒
　
　

台

東

区

入

谷

一

ー

九

ー

五

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
医
療
労
働
会
館
六
階

　
　
　

☎
〇
三
（
三
八
七
二
）
七
一
九
一

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
八
七
六
）
三
一
七
三

110-
0013 謹

　
賀
　
新
　
年

労
働
相
談
の
「
駆
け
込
み
寺
」

(代)

都
庁
職
住
宅
支
部

支
部
長
   
山
口
　
 裕

〒
　
　

新

宿

区

西

新

宿

二

―

八

―

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
庁
第
二
庁
舎
九
階
北

　
　
　
 
☎
〇
三
（
五
三
二
〇
）
七
四
二
二

163-
8001

「住
ま
い
は
人
権
」

〒
　
　

文

京

区

本

郷

三

丁

目

二

四

―

六

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
本
郷
２
０
１
　

　
　
 
☎
〇
三
（
六
二
四
〇
）
〇
五
八
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
六
二
四
〇
）
〇
五
九
四

1１3-
00３３

M
A
I
L
  m
a
i
l
 @ｔ-

b
y
o
i
n
r
o
s
o.
j
p

革新都政をつくる会は１２月２２日、小池百合子東

京都知事に対して「来年度予算と都政運営に対す

る要望書」（６９項目）を提出しました。

支
部
長
   
横
坂
　
泰
子

新
し
い
戦
前
に
し
な
い
た
め
に

憲
法
９
条
を
い
か
し
た
平
和
外
交
を

〒
　
　

豊
島
区
南
大
塚
三
―
三
三
―
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
労
働
会
館
５
ｆ

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
二
七
）
一
四
八
五

170-
0005

自
由
法
曹
団
東
京
支
部

〒
　
　

東

京

都

文

京

区

関

口

一

―

八

―

六

　
　
　
　
　
　
メ
ゾ
ン
文
京
関
口
Ⅱ
二
〇
二
号

　
　
　

☎
〇
三
（
五
二
二
七
）
八
二
五
五

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
二
二
七
）
八
二
五
七

112-
0014

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
東
京
都
連
盟

理
事
長
   
小
林
　
章
子

〒
　
　
北
区
田
端
 一

―

二

四

―

二

二

　
　

　

　

　

　

　

 
山

柿

ビ

ル

三

F

　
　
　

☎
〇
三
（
五
八
三
四
）
八
七
二
一

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
八
三
四
）
八
七
二
三

114-
0014
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え
る
だ
け
で
対
策
の
中
身
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
は
１
２
月
の
こ
の
時
期
は
東
京
都
の

予
算
編
成
は
、
局
段
階
で
は
ほ
ぼ
調
整
は

終
わ
っ
て
お
り
、
年
明
け
の
知
事
査
定
を

　
都
議
会
第
４
回
定
例
会
が
１
２
月
２

０
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
は
異
常
な
物
価
高
騰
に
苦

し
む
都
民
生
活
の
防
衛
、
明
治
神
宮
外
苑

再
開
発
な
ど
の
東
京
大
改
造
を
や
め
、
地

球
環
境
を
守
る
こ
と
な
ど
が
お
お
き
く

問
わ
れ
る
な
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
池
都
知
事
は
こ
れ
ら
の
問

題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
お
う
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
、
物
価
対
策
で
は

「
都
民
生
活
を
下
支
え
す
る
」
と
し
て
補

正
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
都
の
発
意

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
財
源
は
す
べ
て

国
の
交
付
金
。
補
正
予
算
の
中
身
も
規

模
も
困
窮
す
る
都
民
生
活
と
中
小
業
者

へ
の
支
援
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
、
到
底
、

「
下
支
え
」
な
ど
と
い
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
過
去
最
高
の
財
政
と
豪
語

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
民
の
税

金
は
１
円
も
使
お
う
と
は
し
な
い
ケ
チ

ケ
チ
予
算
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
一
方
で
小
池
都
知
事
は
高
校
授

業
料
の
無
償
化
や
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
に
「
大
胆
に
踏
み
だ
す
」
と
表
明
し

ま
し
た
が
、
議
会
で
の
質
問
に
対
し
て

「
来
年
度
予
算
編
成
で
検
討
す
る
」
と
答

都

議

会

第

４

回

定

例

会

代
表
取
締
役
　
 
成
瀬
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〒
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皆
さ
ま
と
と
共
に
平
和
と
民
主
主
義
を
広
げ
る
会
社
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
。

待
つ
と
い
う
段
階
に
あ
り
、
局
段
階
で
は

予
算
化
は
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
「
０
１
８
サ

ポ
ー
ト
」
と
同
様
に
、
財
政
規
律
を
無
視

し
て
再
び
知
事
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
査
定

で
予
算
に
無
理
矢
理
押
し
込
も
う
と
い

う
の
は
見
え
見
え
で
、
都
知
事
選
挙
に
向

け
た
パ
フ
ァ
オ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
批
判

は
免
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
１
０
０
０
本
も
の
樹
木
を
伐
採

し
、
超
高
層
ビ
ル
建
設
で
膨
大
な
二
酸
化

炭
素
を
排
出
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
逆
行
す
る
明

治
神
宮
外
苑
再
開
発
で
は
、
日
本
共
産
党

を
は
じ
め
と
す
る
質
問
に
対
し
て
答
弁

を
拒
み
つ
づ
け
、
建
設
推
進
の
姿
勢
を
変

え
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
く
わ

え
て
小
池
都
知
事
は
、
こ
の
開
発
を
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
づ
く
り
に
位
置
づ
け
、
東

京
、
品
川
、
新
宿
な
ど
の
超
高
層
ビ
ル
群

に
よ
る
再
開
発
と
同
時
並
行
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
地
球
温
暖
化

を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
る
姿
勢
を
浮
き

彫
り
に
し
ま
し
た
。　

の
実
現
を
土
台
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
前

進
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
小
池
都
政
を
変
え
よ
う
市
民

リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
で
は
、
子
育
て
、
医
療
、

高
齢
者
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
教
育
、
営

業
、
平
和
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
都
立
病
院
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
、
明
治
神
宮
外
苑
再
開
発
、

多
摩
地
域
格
差
、
自
治
体
労
働
者
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
な
ど
都
政
に
か
か
わ
る

分
野
で
の
要
求
、
運
動
を
交
流
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
２
０
２
０
年
都

知
事
選
挙
で
候
補
と
し
て
奮
闘
さ
れ
た

宇
都
宮
健
児
さ
ん
の
連
帯
挨
拶
も
実
現

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
民
集
会
は
都
民
の
声
に
背
を
向
け

る
都
政
へ
怒
り
と
切
実
な
都
民
要
求
を

大
結
集
し
、
野
党
各
党
と
の
共
闘
の
実
現

を
力
に
都
知
事
選
挙
を
キ
ッ
ク
オ
フ
す

る
重
要
な
と
り
く
み
と
な
り
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
は
、
申
し
合
わ
せ
に
も
と

づ
き
、
直
ち
に
宣
伝
、
企
画
の
具
体
化
に

猛
ダ
ッ
シ
ュ
。
年
末
・
年
始
も
S
N
S
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、
宣
伝
チ
ラ
シ
を
フ

ル
活
用
し
て
の
宣
伝
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
、
１
０
０
０
人
規
模
で
の
成
功
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

１・２４中野ゼロ大ホール
市民と野党の共闘に向け都民集会開催へ

　
６
月
２
０
日
告
示
、
７
月
７
日
投
票
の

東
京
都
知
事
選
挙
で
の
小
池
都
政
転
換

に
向
け
た
「
ど
う
す
る
東
京
、
変
え
よ
う

都
政
！
２
０
２
４
キ
ッ
ク
オ
フ
」
集
会
が

１
月
２
４
日
、
中
野
ゼ
ロ
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
「
２
０
２
４
年
都
知
事
選
挙
を
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
た
た
か
う
都
民
集
会

実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
１
２
月
２
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
都
民
集
会
実
行
委
員
会
で
は
、
集
会
の

目
的
、
意
義
を
確
認
し
、
集
会
名
称
や
市

民
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
野
党
各
党
の
決
意

表
明
な
ど
を
活
発
な
論
議
を
経
て
決
定
。

さ
ら
に
は
都
民
集
会
を
成
功
さ
せ
、
共
闘

歌
声
喫
茶
と
も
し
び

音
楽
文
化
集
団
と
も
し
び
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日時：2月９日 (金 )開会 １８：３０

会場 ：エデュカス東京７階ホール

革新都政をつくる会

　　　２０２４年定期総会

市民と野党の共闘で小池都政の転換を

　
小
池
都
知
事
は
２
０
１
６
年
の
選
挙

に
あ
た
り
、「
都
民
の
、
都
民
に
よ
る
、

都
民
の
た
め
の
」
都
政
の
実
現
を
約
束

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
公
約
が
守

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
都
知
事
選
挙
で
最
大
の
争
点
と
な
っ

た
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

築
地
市
場
の
移
転
の
見
直
し
、
全
面
的

情
報
開
示
な
ど
の
公
約
が
葬
り
去
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ

た
「
保
育
所
待
機
児
ゼ
ロ
」
も
実
現
さ

れ
ず
、
都
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
及
び
異
常

な
物
価
高
騰
に
対
す
る
姿
勢
を
見
て
も
、

都
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
都
民
に
寄
り

添
い
、
都
民
に
あ
た
た
か
い
手
を
差
し

伸
べ
る
ど
こ
ろ
か
、
国
追
随
、
成
り
ゆ

き
任
せ
の
対
応
に
終
始
す
る
と
と
も
に
、

都
立
・
公
社
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法

人
化
も
強
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
民
が
切
実
に
求
め
て
い
る

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の
負
担
軽

減
、
公
立
・
認
可
保
育
所
を
基
本
と
し

た
待
機
児
解
消
、
地
域
格
差
が
な
く
、

都
民
要
求
に
根
ざ
し
た
少
子
化
対
策
、

低
所
得
者
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
を
支

え
る
都
政
住
宅
の
大
量
建
設
と
民
間

家
賃
の
補
助
、
す
べ
て
の
学
年
で
の

少
人
数
学
級
と
教
員
不
足
解
消
、
物

価
高
騰
・
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
苦
し
む

中
小
零
細
業
者
の
支
援
、
非
正
規
雇

用
の
解
消
と
若
者
・
子
育
て
世
帯
へ
の

抜
本
的
支
援
、
多
摩
地
域
の
都
立
保

健
所
の
増
設
・
拡
充
、
都
民
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
要
求
な
ど
に
つ
い
て
は
頑

な
に
拒
み
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
小
池
都
知
事
の
こ
の
よ
う
な
反
都

民
的
な
姿
勢
の
根
本
に
は
、
小
池
都

知
事
が
根
っ
か
ら
の
新
自
由
主
義
の

信
奉
者
で
あ
り
、
自
治
体
の
責
務
で

あ
る
公
的
責
任
を
否
定
し
自
己
責
任

論
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
小
池
都
知
事
に
は
憲
法
が
定
め
る

「
最
低
限
度
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活

の
実
現
」、
地
方
自
治
法
が
自
治
体
の

責
務
と
し
て
い
る
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
」
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
自
治
体
の
長
＝
東
京
都
知
事
と
し

て
の
資
質
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
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　２０２４年東京都知事選挙

議題：２０２４年活動方針決定と都知

　　  事選挙の意思統一

議案は追ってお送りします。

小
池
都
政
８
年
②

小
池
都
知
事
の
素
顔
②

検証

革新都政
 その後
連載 第５８回

都
民
不
在
の
都
政
運
営

徹
底
し
た
新
自
由
主
義
者

集
会
成
功
で
共
闘
実
現
を

物
価
高
騰
対
策
、
東
京
都
の
予
算
ゼ
ロ


